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奈良県教育委員会

本日の内容

１．奈良県の調査結果とその特徴

２．指導改善のポイント

・授業改善

・読書活動の推進



奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果とその特徴

中学校国語 平均正答率と無解答率

記述して解答する問題において、全国平均よりも、無解答率が
高く正答率が低い傾向がある。
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奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果とその特徴（言語についての知識・理解・技能を問う問題）

奈良県の正答率
５７.４％

全国平均との差
＋０.６％

封
筒
に
投
稿
先
を
書
く



奈良県教育委員会

封
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に
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先
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誤
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例

１．奈良県の調査結果とその特徴（言語についての知識・理解・技能を問う問題）



奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果とその特徴（記述して解答する問題）

奈良県の正答率
８９.７％

全国平均との差
－１.５％

解
答
例

記
述
式
だ
が
自
由
度
の
高
い
問
題

→

好
き
な
短
歌
を
選
ぶ

→

想
像
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こ
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、
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こ
と
を
書
く



奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果とその特徴（記述して解答する問題）

奈良県の正答率
５７.３％

全国平均との差
－３.１％



１．奈良県の調査結果とその特徴（記述して解答する問題）

奈良県教育委員会

奈良県の正答率
７５.４％

全国平均との差
－２.４％

話の内容や情報を用いて、それらを根拠にして意見を述べたり
まとめて書いたりすることに課題がある。



奈良県教育委員会

根拠を明確にして文章を書くための力は、例えば次のような教材を
学習して身に付けます。

「
思
い
や
感
覚
に
向
き
合
い
、
考
え
を
確
か
な

も
の
に
」

三
省
堂
（
一
年
）

根拠が明確なものになるよう、「事実」→
「考え」→「意見」の組み立てを示している。

意見文を書くための学習の流れ
を示している。

２．指導改善のポイント



奈良県教育委員会

根拠を明確にして文章を書くための力は、例えば次のような教材を
学習して身に付けます。

「
根
拠
を
明
確
に
し
て
魅
力
を
伝
え
よ
う
」

光
村
図
書
（
一
年
）鑑賞文を書くための学習の流れ

を示している。

「感じたこと」と根拠を結び付けるため、
付箋を活用した例を紹介している。

２．指導改善のポイント



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント

〈
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
の
力
が
付
い
た
の
か
、

確
か
め
る
た
め
に
〉

単
元
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わ
っ
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後
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査
問
題
に
取
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組

ま
せ
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認
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解
説
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。

ど
の
程
度
、
生
徒
の
力
が
付
い
た
の
か
、
実
態
を

把
握
す
る
。

次
の
目
標
の
設
定



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント

記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

生徒が分かる授業をするために、単元目標や学習計画を示し、
目的意識や相手意識をもたせることが大切である。

国語の授業の内容はよく分かりますか
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奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント

記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

授業の中で、生徒に考えさせる時間を十分に取り、話したり書
いたりさせるなどの言語活動を取り入れることが大切である。

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしていますか

国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるように根拠を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫していますか
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奈良県教育委員会

身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点

言語活動 教 材

２．指導改善のポイント

授業で行う言語活動が、身に付けたい力（単元目標）に
つながっているか。☞



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント

〈単元を構想するときに
考えておくべきこと〉

①この単元で、生徒に身に
付けたい力は何か。

②どのような言語活動を設
定することで目標を達成
できるか。

③付けたい力に関する生徒
の実態はどうか。
（これまでの学習で身に
付いた力）

単元全体をイメージするため
に、単元構想シートを活用し
てください。

[単元構想シート]



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント

②どのような言語活動を設
定することで目標を達成
できるか。

単元目標

言
語
活
動

登場人物が言ったこと、したことか
ら、想像を広げながら読む。

自分が好きな場面を、ペープサート
で紹介する。

単元目標

言語活動

つながっていますか



奈良県教育委員会

国語の勉強は好きですか。読書は好きですか。

国語の正答率とのクロス集計結果
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この2つの質問項目は、国語の正答率にとって同様の傾向がある。

２．指導改善のポイント（読書活動）
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奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント（読書活動）

記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

読書活動を推進することは、国語の力を高めることにも効果が
ある。

読書は好きですか

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）
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奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント（読書活動）

〇年度当初に、学校図書館ガイダンスを各学級で行う。
・学校図書館の利用の仕方 ・本の探し方（ＮＤＣの確認）など

〇読書活動を扱った授業を行う。

三省堂（１年） 光村図書（２年）

〈国語科において読書活動を推進する指導例〉



奈良県教育委員会

２．指導改善のポイント（読書活動）

〈各学校における読書活動の推進のために〉

〇全校一斉読書の実施、継続
〇学校図書館の利活用
・生徒が学校図書館に足を運ぶための工夫
・学校図書館で授業をする

〇本が生徒の身近にある環境づくり
・教室や廊下に学校図書館の本を置く

〇本を扱った授業の実施
（同じ作者のシリーズ本、調べ学習等）

〇公共図書館との連携

読書活動の推進は、学校長をはじめ全ての先生方の
協力によって、より効果が発揮されるもの


